
【概要（第２部）】
■開 催 日： 令和４年５月２４日（火） １５：２５～１７：００
■参加機関 ： 豊岡市消防団、豊岡市、兵庫県但馬県民局 、WILLER TRAINS(株) 、全但バス（株）

豊岡河川国道事務所
■点検箇所 ： 円山川本川左岸立野地区 、支川奈佐川左岸宮井地区

３年ぶりに対面で！ 会議後は堤防点検を実施！

円山川では、水防災意識社会の再構築を目的に関係機関が連携する｢円山川大規模氾濫に関する減災対策協議会｣

が７年目を迎え、今年度は、３年ぶりに対面による会議を行い、各機関の取組状況及び取組予定を共有する他、意見交
換を行いました。また、会議後、第２部として消防団の方にもご参加いただき、円山川本川、支川奈佐川において、関係
者による「堤防点検」も行いました。

【問い合わせ先】 国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 調査課
〒668-0025 兵庫県豊岡市幸町10-3 TEL 0796-22-3126（代表）

R4.5.24

豊岡河川国道事務所

【概要（第１部）】
■日 時： 令和４年５月２４日（火）

１３：００～１５：１５
■場 所： 豊岡稽古堂 ３階 会議室
■構成機関名： 豊岡市、兵庫県但馬県民局

神戸地方気象台、西日本旅客鉄道（株）
WILLER TRAINS(株) 、全但バス（株）
豊岡河川国道事務所

■議 事： ・令和３年度の取組報告及び令和４年度の
取組予定の検討について

・意見交換

協議会で使用した資料は豊岡河川国道事務所HPにて公表 〈 https://www.kkr.mlit.go.jp/toyooka/jigyo/work/work_05.html 〉

第８回 円山川大規模氾濫に関する減災対策協議会を開催

▶意見交換

★減災対策協議会終了後、豊岡市消防団を交えて堤防点検を行いました★

①１０年間のスケジュール実施の際の課題、
調整事項について
②メモリアル防災学習会について
③住民ワークショップについて
④防災啓発資料作成(住民向け)について
⑤タイムラインの更新について
⑥円山川下流部の治水事業について

・円山川左岸の立野地区、支川奈佐川左岸の宮井地区周辺における重要水防箇所の確認を行いました。
・日頃、情報共有を図ることが少ない鉄道・バス事業者も含め堤防における水防活動に関する情報共有を図りました。
また、立野地区では、令和元年の東日本台風での甚大な被害を受け、越水対策として進めている｢粘り強い
河川堤防｣の整備箇所であり、昨年度完成したことから整備目的や構造なども紹介し情報共有を図りました。

▶タイムラインの更新

平成１６年の台風２３号など、起こりうる最悪の事態に備える必要があ
ることから、｢台風の発生から、災害に備え、関係機関との連携強化に繋
げるツール｣として、円山川タイムラインをH28年度に作成している。
今年度、各機関の実施内容の確認を行い、更新していく予定である。
協議会参加機関の他、タイムライン作成に参画頂いていた機関も含め
た検討会を開催し、取組内容の見直しを行う。

豊岡河川国道事務所
南 知之事務所長 挨拶

【会議の様子】

円山川本川左岸立野地区

●立野地区（円山川）

越水（溢水）の最も重要な
区間に位置付けられた区
間の確認や現在の堤防
整備状況など、確認を行
いました。

円山川支川奈佐川左岸宮井地区

●宮井地区（支川奈佐川）

堤体漏水の可能性が高いこと
の確認や堤防裏法尻補強が
整備された状況など、確認を
行いました。

重要水防箇所を直接確認し、参加機関と共有を図りました。


